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∇暮兄(中川　故3/サラリーマン　日7L鹿骨寿)から私に届いた鞍手&を表鼓にさせていただきました｡

▼表故の作品を書暮しています｡ t齢まあなたの作品を表&にしてみませんかつ皆さんの作品をお待ちしていますq

(広頼朝;横木　秀子)
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香

r
社
か
な
歩
み
｣

ひ
と
り
の
春
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
､
ハ
イ
ハ

イ
を
し
､
7
人
で
歩
き
出
し
､
局
節
に
唖
か

く
見
守
ら
れ
な
が
ら
､
や
が
て
自
己
を
独
立

し
て
い
く
.
成
人
と
し
て
墓
に
迎
え
ら
れ

る
の
は
二
〇
歳
｡
こ
ん
な
し
ご
く
当
た
り
前

の
､
年
月
の
流
れ
の
こ
と
を
漠
然
と
考
え

る
｡

釧
蕗
文
書
は
､
今
年
投
立
二
〇
周
年
を
迎

え
た
｡

個
人
的
な
熊
わ
り
か
ら
言
え
ば
､
発
足
後

三
年
他
種
っ
て
い
た
様
t
l
i
I
か
ら
､
一
七
年

位
､
共
に
歩
ん
で
来
た
こ
と
に
な
る
｡
B
原

病
部
会
代
表
と
し
て
出
席
し
た
初
め
て
の
役

<
全
株
E
L
名
だ
っ
た
｡
拍
子
抜
け
し
た
と
表

現
す
る
の
が
､
正
直
な
青
白
か
も
し
れ
な

い
｡

そ
れ
か
ら
の
年
月
､
現
在
の
着
払
の
在
り

‡
ま
き
‡
芳
書
　
渡
部
　
小
夜
子

様
は
今
蛮
す
る
ま
で
も
な
い
｡
医
療
の

進
歩
に
も
量
る
｡
恭
し
r
点
者
｣
と

い
う
立
場
に
書
か
れ
る
人
が
1
人
も
い
な
い

世
の
中
な
ん
て
あ
善
い
替
｡
患
者
会
活

動
は
､
ゆ
っ
く
り
と
し
た
歩
み
の
梼
み
重
ね

だ
｡

こ
れ
か
ら
の
支
琳
を
を
支
え
て
い
っ
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う
若
い
仲
間
た
ち
と
し
っ
か

り
手
を
撮
り
合
っ
て
い
た
い
と
患
う
｡

秋
且
が
立
ち
は
じ
め
た
｡
麓
念
書
集
も
も

う
す
ぐ
で
あ
る
｡



今年2 0局年を迎えるJl蕗支細の　A'&

の下の力持ち-　でありー　長年にわたって

BB会･支辞のリーダー･相無役として活

動して下さっている3人の方に_　お拓を

伺いました｡

①今までの活動に対して
(診家族に対して

匡宏己∃味

④好きな青菜

田名部　幸子さん
56丘･主婦

ダウン症候鮮:伸雄君(現在1 7歳)

小鳩全　くダウン症父母の会)所属

荏) 『毎年の全道熊会をはじめ､小さい頃
からどこ-行くにも一緒でした｡そ

の時は必死でしたが､今振り返ると

その時の経験が彼の社会性を育てて

くれたと実感しています｡』

(参『5人兄弟の末っ子なので､家族ぐる

みで政の成長を応接してくれたよう
に思います｡自分たちのして欲しい

ことを我慢して協力してくれたこと

に感謝しています｡これからもよろ

しくネI』

ー2_

(診訳者(眠くならない本)

項) t'勇気- (自分の心に勝つために)

や㌔･封や､㌔やや㌔♂

詩靖　国明さん
82&
昭和51年6月､直腸腫癌で手術(人工

肛門)

(社)日本オストミー協会北海道支部釧

路分会所属

(D 『支部長中心に各行事など懸命な活動

に感謝しております｡』

J :lLl 'LL.1'J{;-,'lぎ::.I.I:三､言.::..I::I:).:･ '::-　●

まく収まっているようです｡』

③少しばかりの花いじり

壇) "和らぎ77

親方養成Ll患.食も蕊6汝

小栗　転社さん
6 2jBりヽイヤー乗務員

昭和51年8月､発病｡現在肝硬変

(D F今までで思い出深いのは､各地から

臨時列車(ェトビリカ号)で参集し

た釧路開催の全道集会(何年前か
な?)過

(参『V健康第-"をモットーに､仕事の合

間海釣りや山菜探りを楽しんでいま

すo』

締結結締紺絹
穏やかな笑顔の中に､淡々と病気と向き
合ってきた年月の重み(宝物)が見えた

ようです｡

ご協力ありがとうございました｡

(文責:広報部　楠本)
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避
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今
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で
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年

を
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え
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当

時
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結

成

の
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を
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め

て

き

た

上
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弘

氏

　

(
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路
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会
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ま

す
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二

〇

年

の

中

で
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､

主

な
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･

事
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回
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病

患
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･
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と
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し

た
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こ
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年

で
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行

事
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で
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牡

病

連

加

盟

団

体
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体
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を
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お
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と
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仲
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菜
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員
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が
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を
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を

忘
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て
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…√　日　時　‥11月6日(土)午前10時30分一午後2時30分

場　所:幼良市福祉会館(幸町9-1)

(内容〉

◆ 3常夫ホール◆

1 0時30分　　思念式典

1 1時15分　　妃含洪東　部港市教育長　山B)和弘氏

漢想　r共に生きるj ～白魚･地域･仲同一

◆ 8幹大会#重◆

1 2時30分　　妃念レセプション

会葬　　2000円(お一人様)

春加される方牡､各軸金に申し込んで下さい.

部会は､ 10月16日までに参加者を取りまとめ､

事務局(さわやか釧路　Ⅵ乱肝AX　25-2012)に連頼

義忘完忘に艶鮒役立宝鑑､ない鯛の加､
直接事務局(さわやか釧路)まで申し込み庸います｡

_5_



てんかん協会道東分会

野津　美奈子

お年容数のなて中Ilでキ心力　り

待度的に愛いのか｣翻し巌ヌ上ル

ちはに不犬程景らのをてがⅠが〉

し是は浦も締色見連叩い出　○り　と
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おた足あをで言空でなのうげ二火
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ののた､ ○言湖湖キはいは初の
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加' ､加務衷'煮イl　キかてで

を来内入局せ全ん　ツル

あ会れの地
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き思々　　う　のパなみ加を八
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{まで　　け務動) 'たい-
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が　け来疲沢い力槻色発息て着の　わ会国九月フ

とおれ中れ山かの会々病者いし'各れ(蘇あーエ妊

う手ばもにのと入となを同かて大々ま八交い八ス病

ご伝毒薬な方思り音要理士がいきのし月流広･テ連

いしっ々い方う素解のだまな部た-セ場-イの

でみたのまも事をし交っすイ会　ロン〈九′く恒

墨霊三雲三三三≡芸カミ;芸;子吉鰯あ　り'っ　た　の

お忙し

思る場社うにしる　市全日蕗lあ

い良と保かとて中　で逆ー市〈る

'S;芸こ皆トの　札で∴禁妄

いうのよ様とあ　幌'二銅ザで

)でしょ
行書に

い' ､ ○っ定で　　行集がふ七井

がつ　り　るてでつがなと子ダ　伝初連絡

大!も姐い-て'くいをウ釧わめで市六

のき-　をた度い毎関う通ン賭せて出ふ月

ヱご芸芸三言≡琶芸冨hc)吉と三芸芸芸冨芸ニ1雲琵志望竺芸三

㌦言∴二十:- ;_-'-- :_-_ -:: -:I- :--:-享:-ニー
然!くのだは､なう私だのし安加速今盤でれ広牧牛　と一にれ
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にl　兼..,
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ジ夫がこよ

に･助方け戸手つ不に､方みよすしまなすと場が
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ま捷ずこきもいをが色後もでせを繊ま上々好で饗れ日に

しいつのつつ､多･々に印棄て持会しがの尊のら､はな

たてとイかとそく市な･魚し･っのたつ協と楽し各･り
｡行大ぺけ蘭のの民ハこ的ん生た少｡て力､した方沢ま

っ切ン作心事方のンのででき人な又いのポい出面山TLL
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欲もがの寄対ににイれたたき特電日のとンロや団市

しのこ鎗せし知沢をあ　のとにい頃で､テグ'体民

いとれとでてつ山持い　がし日-外は大イラスかの

と　しかしももていつ広　'たをン出と変アムテら方
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キ

とのつン　　向四の走介助7-のラ行でんS四で　　え

を理ての十かケ切ラ後マ一五内ソし始まA五る午て

心解く全一つ月実ン､ラ正時にン､まいK分2後頂

かとる日月て間なナ大ソ面･閉壮最り-0よ･のき

ら支日程二出の鹿l車ン玄雨全行後､L lり7全ま

顧授まを六発長いとの出関のし会に兼のチ車-休し

:-.= -萱; /-十妻∵_t一･1--='--:{幸三‥

らく札の｡とを拝受各本で　れ周定ク夢心'現

れの幌マ　全持病け自~る　､激通シ舞の~は

る国にラ　　国つ息で己周2　　盛励り　ヨ〈Y二｢

こ民戻ソ　　にて者伴頼激･　会マ進ンど0時か

<しろし健康祭り

日　時　　‥　1 0月23日(土)午前9時一午後4時

牡　所　　　　釧路市包帯交流センター

健康に関する秦しい催し､ Y 0 S A K 0 lなどのア

ト　ラク　ショ　ンもあり　ます｡

一　　　一L l

r醐峨j弼

皆さんお元気ですか?

食欲の秋･運動の秋を迎え､今年も残すところ軟ヶ月　と

な　り　ま　した｡

さて､ rさわやか釧路｣では今年も藤プリ　ントさんの御

協力を得て､年喪状.喪中はがきの印刷受注を承ります｡

今年は『見本』を早い時期にお渡しできそうですo　ご連

姫を頂ければ.お宅まで伺いすぐに対応いたします｡

ご利用心よ　りお待ち申　しており　ます｡

お問い合わせは

幼路市松浦町9-20　rさわやか朝蕗J

t拓/F A X　　2　5　-2　0 1 2

-10-
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北和道耕路市:昨年6月に北海道牡病連と朝路地方官女会が共同で.載病患者･ Ft

書者の就労の書として､自立事集センターrさわやか仰臥を投立
し.事務所を朋放した｡その事寿所に今臥遺族介社支捷センター
の事務局を投正した｡現在_透析点者のみの利用となっているが.

将来的には難病点者の利用も予定している｡同種の事兼としては､
北海道初｡

く粥始年月) 1999年8月1日

く事発生体)　北海道地病連判蕗支舟･朋賂地方Y友会

(美点主体)道鏡介捷支援センターrさわやかjE暁介護｣

く　運　昔　)　rさわやか通暁介乱運営手鼻会

食見境成～難病速5名､軌路地方fF友会7名

くサービス内容)　自動車による通暁由載な透析点者等難病患者の義侠介助
く利用対象者)　原則として釧路市内及び釧路町(一部)在住の.自動車でなけれ

ば遺鹿が国策な透析点者等丸頼点者(利用会点)
(送迎担当者)ボランティア､自家用車の提供と事故時に自始末.任意保険を使

用する事への7東が必要
く会兼負垣)利用会見:年会費500円.賛助会見‥1口1, 000円

利用者は1回(片道)　3bl以内:300円

3h曲_1 500円　　の連行寄付

く　事　務　所)　自立事兼センターrさわやか胡乱に併放

くスタ　ッフ)　常勤コーディネーター1名.非常抽2名

く　羊　両　)　ボランティアの自家用書

く　保　険　)　ボランティア保険.送迎サービス保険

く　財　源　)　会JL会*､個人寄付_初年度のみ全Y協助成金

く利用美点/月)

6月 �7月 �8月 

利用者故 ���kﾂ�l鮒ー4卓′ ���kﾂ�王qL書14名′ 等kﾂ�榊14名/ 
rいずれもiB8経書 凾｢ずれtZI析JL書 冉いす九も丑和書 

ボランティア政 ���kﾂ�JtA書13JGと1良ik′ ��ｸ��ﾂ�劫■舌14名とlZatt/ ��洩ﾂ�1書暮書18名とtFrLL/ 
[-舶_A■嘘_地^ �-JM_Ah虫FII44名 凵�--tLi-｣こ.li出- 

送迎回れ 都亜�����H���塔8���

-1ト



｢なんれんくしろ　26号｣

の訂正とお乾び

2T)号までJボランティアとして

7!行[=お手伝いを好きました､リ

ウマtfL会彼艮岩崎　洋子さんのご

主人､岩l申　安確ヰ-の御礼の-

文が緒JRされていませんでした,

お詫び申し上げ.ここに改めてご

尽力に心よりの萌l礼を申し上げ去

IJl.

｢結集スタッフ紹介｣で内山

由★子さんが｢JBL■耕友の会｣と

なっておI)ましたが[経本病友の

会｣の摂りでした｡お花びして訂

正い1.-_し表す｡

冒,摘L.登竜　SL妾i.暑　さ

相集故記

★　娘の学校行事などで如会･t

柄漣行事にあまり出群できず､

反省しきりです｡せめて`なん　　★　(20周年の顔j　を抵当､誇

れんくしろ"の原穣だけでもrT　　　　砺さん､小繋さん.田名部さん

書で分かりやすく､凍みやすい)

文事でjF張ろうと思うd)ですが.

どうでしょうo (野市)

★　会見の皆様.お元気ですか?

今年は刑｣略もl軽かいElが挽き【書

すぎる｣｡

どこの寮でも､ちJ:つとした

スペースに花を咲かせていて､

沈んだ気持ちでいても花を見る

と穏やかにさせてくれたのでは

ないでしょうか｡

早いものであっと云う間の八

ケ月o　まだ大きな行事が残って

おりますが,私も各缶会の皆様

と払力をし頑額っていさたいと

思います｡会Aの音域も無理を

しないで､ i&破って下さいね｡

今回は｢なんれん27号｣で

す｡広牡舟､力を合わせやって

います. JEんで下さいね｡

(内山)

_J2_

にインクビェーさせてもらいま

した,.そtLぞわの"根っこ" &･

感じさせてくれるいいお祐しが

fJlえよした｡ありがとうござい

壬したっ(fF本)

★　F]本列島雀書の王ー　日本一涼

才の嘗d)釣柘まCもが猛書. r地

坪温康化は1能吏だ)と冷称に考

えてなんていられない｢瞳､本当

に書かったl｡

凍ぎやすい羊飾到来.行書も

目白押しです｡何か一つでt>休

中を&えで奉加してみて下さい｡

仲間とQ)書っていいですよ｡

27号は#50藩発行ですや

しZtれ)
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Ill-･･･-日日･--I 7つのスE)-ガ>　･･･-･････-･

☆国と道は､原因の究明と治療牡の確立を急いで下さい

☆すべての無病の治療を公*負担にして下さい! ち

☆介護手当の支給と通院交通井､付き添い井の補助を!

☆患者､梓育児者の教育の拳択権を親と子に! !

☆医療過誤､薬事を無くし故事者救済を! !

☆北海道の抱合的な耗病対策の祐立を一日も早く! !

☆広く道民と手を結び明るい社会福祉を夷現させよう!

∴暇i

Jl団法人　　;比SaFit

難病連

-,-,-I--,-I-I-I-,-′-. ≡二二_ _ __ __ __ _三三≡ -′-------=-I-,I-I
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